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◇◆立て続けに 2週末連続して台風が襲来した。東側を通過した

ことから、台風通過後は北風に変わった。当然、急に涼しさを増

す状況で、その頃から急に秋めいてきた感じがする。 ◆台風の

ことを昔は『野分』と呼んでいた。「二百十日」と呼ばれる頃（立

春より数えて 210 日目･･･9 月 1 日頃）に吹く強風を意味し、文

字通り「野の草を分けるように吹く強風」という意味なのだが、

台風そのものの雰囲気からすると「そりゃあ、ちょっと表現が甘

いんじゃない？」と思ってしまう。現代でもそうであるように、

台風が来ると農作物への被害が大きい。大幅な収穫量減に追い込

まれると、野菜の売価が高騰したりして、私たち消費者へも大き

なダメージとなる。昔も同様で、農家にとっては二百十日の頃は大変心配な時期でもあった訳だ。現代は気

象情報が確立され、「今度の台風の勢力はどれくらいか？」「あとどのくらいで上陸（又は接近）するか？」

を事前に知ることができ、ある程度の対策が打てるのであるが、昔はそうはいかなかった訳で、風が吹き始

め、雲の具合などを観て『野分』と判断していたのだろう。事前に程度がわからないので被害も殊の外大き

かった、なんてこともあったことだろう。『野分』なんていうと「何だか風情のある趣のある言葉」と捉え

がちだが、その実は影響の大きいものである（もっとピタッとくる表現は無かったのかね）。 ◆話が逸れ

てしまったので本題に戻す。ここで言いたいのは、「台風通過後は随分涼しくなったね、衣服の調節が難し

い季節になったけど皆は風邪などひいていませんか？」ということ。テレビでも風邪薬の CM がたくさん流

れている。私自身、冬布団を準備して寝ている昨今なのであるが、通常就寝前にお風呂で暖まっていること

もあって、寝入りばなは冬布団だと少し暑く感じる。それゆえ毛布一枚だけで寝入ることになるのだが、そ

うすると、朝方急激な気温低下に伴い、寒さで起きてしまう。完全に目覚めたくはないので、手探りで布団

を探す･･･。そんな時に限って手の届く所に布団が･･･無い･･･。結局一旦起き上がらないといけない。でも

って、寒さゆえ完全に目が覚めてしまう･･･。悲しいかなこんなことを毎朝繰り返している。幸いにして風

邪には至っていないが、インフルエンザが流行し始めているとの報道も目にした。十分に気をつけなくては

ならない。また、私自身は腰にバクダンを抱えているために、寒くなり動きが鈍くなると、ギックリ腰の危

険性が増してくる。ここのところ風呂上がりにストレッチを心掛け、再発防止に努めているところである。 
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◇◆4日（土）、オープンスクール 2日目であった。今回も多くの中学生・保護者に来

校いただき、鳳凰高等学校の良さについて改めてご案内、さらに受験を前にしての様々

な疑問点にもお答えした。私は夏の体験入学に引き続き、保護者（希望者）対象の校

内見学ツアーを担当。今回も 12 名の保護者に案内・説明した。夏は説明後汗みどろに

なり、着替えなければならないほどであったが、今回は上着を着たまま約 1時間案内したにもかかわらず汗

一つかかず終い。確実に季節が移り変わっていることを感じる。お帰りの際の皆さんの表情から判断して、

おそらくご満足いただけたものと確信している。当日は南薩・鹿児島市地区の中学生を対象とする回であっ

たが、県外からの参加者もおり、関心の高さを痛感した。有り難いことである。是非とも頑張って欲しい。 

感謝道 

～今日のことば～ 

人はつねに自分の幸福を望むものだが、 

つねに幸福を見分けることが出来るわけではない。 

（ジャン・ジャック・ルソー） 

 

 


